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【目的】生活習慣病が抗加齢的指標に及ぼす影響について解析した。 

【方法】 対象は 2006 年 6月から 2012 年 12 月の期間、当院で抗加齢ドックを受診した男性 140

名(平均年齢 64.1±10.1歳)、女性 129名(平均年齢 65.3±12.0歳)の計 269 例である。 筋年

齢:WBI(体重支持指数)・筋肉率、神経年齢:WCST、血管年齢:ホモシステイン・高感度 CRP、ホル

モン年齢（調整）IGF-I・DHEA-s・コルチゾール・DHEA-ｓ/コルチゾール比等、骨年齢:DEXA法腰

椎骨密度・YAM% 生活習慣病は高血圧症・糖尿病・脂質異常症・メタボリック症候群(MetS)・肥

満群と健常群に分類し機能年齢、抗加齢的指標について比較解析した。 

【結果】生活習慣病は機能年齢に影響し男性で筋年齢・血管年齢が高く、骨密度が高く骨年齢が.

若かった。女性は、ホルモン年齢・骨年齢が高い傾向があった。健常群(男性 33 名：平均年齢

57.9±12.4歳、女性 36 名：平均年齢 62.4±12.0歳)との比較では、高血圧群男性(64 名

62.2±8.8歳)で左 WBIの低下(P＜0.001)、指尖脈波速度の増加(P＜0.01)。女性(54 名：

70.39±12.4歳)で IGF-I,DHEA/コルチゾール比の低い傾向がみられた。糖尿病群男性(34 名

67.41±6.1)で左 WBIの低下(P＜0.001)、指尖脈波速度の増加(P＜0.01)、DHEA-sの低下(P＜

0.001)。脂質異常群男性(85名 8.83±8.37) で左 WBIの低下(P＜0.001)、指尖脈波速度の増加(P

＜0.01)、ホモシステインの増加(P＜0.05)。MetS 群男性(46 名 65.0±8.3)で左 WBIの低下(P＜

0.001)。肥満群男性(58 名 63.60±9.3)で骨密度が高値(P＜0.001)。女性(24 名 72.3±10.7)で

DHEA/コルチゾール比の低下傾向にあり、筋肉率(P＜0.05)の低下が見られた。 

【結語】機能年齢など抗加齢的指標は生活習慣病と関連性が見られ、その予防と治療,抗加齢医療

の効果判定のマーカーとして有用である. 
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